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献 抄 録|
Wolfe P : A Technique for Resolving Dege・ 明もしてある。しかし， pivot のえらび方により，

neracy in Linear Programming. J.Soc. Indust. cyc1e が生じて解け友い場合がある。その例として

Appl. Math. , Vol. 11 (1963) 205-211. 次の例があげである。

線形計画問題を Simplex method で解くときの

退化を解決する一つの方法がのべられている。それ

3h=Y1-Y2 主主 0 

:&2=-Y1 ミ 0

Yr. Y2 孟 O

は一種の virtual perturbation であるが，今まで の下で

の方法よりも簡単であろうと思われる。しかしすベ t=仇一釣

ての場合に ζの方法が適用できるとはかぎらなくて の最大を求める場合，常数項が O であるから， pivot 

うまく行かない例もあげである。 としてどちらの行をえらんでもよい。しかし tの行

simplex methodのある段階を をいつもえらぶと cycle が生じる。(高木正英)

-Y1 -Y2…・・・…・・・… -Yβ

z= bO a01 目。2 ・・・・・・..........・・αο"

:&1= b1 日11 日12 ・・・・・・・・・・・・・・ "'a1偽

(1) 

Xm== bTlt aml 日間2 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・日間する

のようにあらわすとする。ここで z は目的変数，

:&1 ・ X2 ， …，:&怖は基本変数， Yr. y" は非基本

変数とする。基本向車はすべての約を 0 とおくことに

よりえられる。 simplex method の one iteration 

はほ本変数の一つ:&1 主非 i岸本変数のーっと入れかえ

ることからなり，新しいんを bi とあらわぜば，

bi=ん-b1aiJ/aJJ

bl=b1/aJJ (2) 

である。退化は bl~ 0 のときにや L'，ゐ。

退化が生じたとき ， bi= 0 となるすべてのんを

仇十 Bi1 ε (3) 

でおきかえる。ただし ξ は微小な未定数 Bi1 は

bi= 0 なら Bi1>O なるようにえらぶ。これを使っ

て simplex method を統ける。もしも再び退化が

'tじたなら， (3) を

bi十 Bi1 ε +R♂ ε2 (4) 

Sinden, F.W : Duality in Convex Program 
ming and in Projective Space. J.Soc.lndust. 

Appl. Math. , Vol. 11 (1963) 535-552 

convex programming の双対性は点と超平面と

の閣の幾何学的双対性と密接に関係がある。例えば

euclid 空間で凸集合を P とし， P外の点、を P とす

る。 P と P を separate するすべての超平面の集合

を H とする。そのとき，つぎの二つの問題は双対な

convex programである。

(1) p にもっとも近い Pの点を求めること。

(2) p からもっとも遠いHの超平面を求めること

との例では点・超平面の双対は明らかであるが，

この二つの問題は対称的ではない。例えば:点P は H

の定義に本質的に含まれるが.p あるいは Pのcoun・

terpart は Pの定義に関係ない。これは非対称であ

る。

ζの論文では双対な convex program を射影空

間において何等の特別な点とか超平曲.を区別するこ

となしに formulate し，とのようにして form­

ulate した program は四つの型に分類される ζ と

を示してある。定義とか定理等は二次元射影空間で

のベてあるがn次元でも全く同じである。

まつ守射影平面K..tsける凸集合について定義する。

でおきかえる。ただ、し Bi2 はん=B;l=O なら Bi2> 定義:射影平面K..tsいて点集合 P と直線集合Lが

なるようにえらぶ。このようにして統けて行くので disjoint で exhaustiveでありかつLのどの二つの

あるが，円より高次の perturba tion は考える必要 直線も Pのごつの点を separate しないならば P

がない。 と Lは convex set であり. P. Lは. dual convex 

この proredure を 4 step に分けて系統的に説明 pairである。

してあり，との iteration が有限問で終ることの証 とれにより点集合と同じに直線集合の∞nvex が
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定義される。 affine平面では凸集合の in tersection 

はつねに凸であるが，身;j影平雨ではそうではない。

convex program の定義:

quasiconvex 関数 f(p) とf11 集 A" P をう・えで，

p，Pに対して f(p) を最小にするとと。

これと，双対な program は

f(p) に双対な fペß)と Pに双対なL を与えて，

C ôL に対して fペ C) を最大にすること。

po , 10 をそれぞれ f(p) ， fペß)の最小点，長

大直線とする。そのときと po ， 10 と P， T- 問の関

係によりつぎの四つの型に分類される。

1. po'P' 10εL 

2. poôP, 10εL 

3. poεP， 1。εL

4. poεP， 10,L 

論文の残りの部分は cnvex polytope, convex 

quadric region , quadric function について論じ

であり， Appendix として定理の証明がしてある。

(高木正英)

Mervin E , Muller : A Foundation for Modern 
Tools of Management. Proceedings 01 annual 

lnternational Meeting 01 AIIE, 1968. pp. 128 
184 

経営において科学的な予法や新しい方法を持ち込

むことはマネイジメントの意志決定を早めたり危険

を少くしたりなどする上で，非常に重要念ととであ

る。経営にとれらの手法が用いられる目的は必要友

情報を必要な時に適切な方法で得る ζ と。あるいは

不確定性の下において伴う危険を最小にしたり，い

ろいろな条件のもとで適切な行動が取れるようにす

るためである。とのようなマネイジメントのオペレ

ーションのための手法を開発したり，使用したりし

て経営システムにbいて達成されるべきものは，マ

ネイジメント・インフォメーシヲン・システム， と

会社のシミュレーション・モデルによる種々の有誌

な利益である。そして，とれらの活動を現実の状況

に適合させる kで総括化されたデータ処理のシステ

ムが必要と君主る。従って，経営に沿いて用いられる

種々の科学的な手法はとれらの 3 つの権造を発展さ

せ助成するものであるべきである。

きて，とれらの 3 つの権造の基礎をなしているも

のは，手法，計算機と人である。従って，とれらの

役割りを明確にするととにより，マネイジメントを

いろいろな新しい問題に当面させる充分な時間を与
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えることのできる余地を見つけ出せるのである。と

の 3 つの構造左その格礎の関係は閃のよう念もので

ある。基礎となるペき 1 つの要素である'1'・7夫は1)

必要なデータを決定する手法， 2) 通信と情報の取

倣いの手、法， 4) 意志決定の手決である。そして，

これらには多くの方法が使用され，あるいは開発さ

れつつある。との論文ではそれらがどこでどのよう

に使われるべきかあるいは使われるようになるべき

かを述べ，そして，それらを統合してマネイジメン

トインフォメーション・システム，システム・シミ

ュレイター，総括化されたデーター処理システムの

開発の必要性を述べている。更にこの日的のために

人間や計算機の役割を明らかにしようとしたものて、

ある。

Robert Singleton : Analytical Approaches 

for Improving knowledge of Business Processes 

and Environments. Paper presented to the 12・

th CIOS (1963) Symposium C6 paper No Cfa , 
仲・ 1-4.

企業の活動の根本に合理的な一貫性があるものと

十れば，解析的君主アプローチによりそれらを説明す

るととろの基本的なシステムを見つけだし，それか

ら種々の知識を得るととができる。そして，それら

を利用して，オペレーションの再設計わよびオベレ

ーションの連合した情報システム，あるいは管理の

ためのもっと一般的友情報システムの構成要素であ

る諸活動の測定κ も関連ずけられる。本論文ではそ

ういった客観的な真理あるいは絶対的左知識の存在

と言うととを仮定し，上記の基本的君主システムの研

究とそれらの関連を求めたものである。

まず著者は非常に単純化された構成要素

17messlJ  一→ Sink I 

といったものでシステムを表示することによって得

られる解析的な結果を生産，配分のシステムを例に

して説明している。ととではシステムの環採特性と

して需要の変動，またシステムの構造要閃としてリ

ード・タイム(生産) n とサービス率 c をあげとれ

をパーフォーマンスの測定(生産の変動 Sp， ~a.両

在庫量ß)に関連ずける公式

「・ .2 L.. :2 , 2 
(cl)2~n Sj9+1 と与三_P-1 

L 孟 8p -.1 

をあげ，これがかなり一般的左関連として成立する

ものだと言っている。更に，とれらに，システムの

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



172 

tÏ'I'I:の法本的な 2 ， 3 のもの(緩衡度 Sr/S 1，衰退 Jt'

~-O など-;， 1 財(系ずいみこi:" (t "r能であゐと!'!;へでい

y そ 1 て解析的友 7・ ftl... -r の汚持;，': 1 で

1. 1 デ止め妥、'WI:. 在日月 lí仰とづ号ふ三 ι

2. シスデ/、投，nκ必 '12ーなことを相j出できるとと

が第 1 にあげられ，解析的君主アブローチが最も有効

であるのは一般的な特性を展開したり，特定の設計

にbいて考えられるべき特竹を指過するととである

と述べている。~f'Cこの方法でのシステム研究の成

県bよび解析的なアブローチの貢献できた分野をゆl

らかにしている。(野村弘光〕

Wei呂田， G.H. : An Analysis Pedestrian Queuｭ

eing. Journal 01 Resem・ch 01 N.B.S. , Vol.67 
B , No.4 , pp. 229-248. 

rì 動車道.の横断歩道tておける歩行者の待ち行列の

問題は Adams(1936)にはじまり，その後Garwood

(1941) , Tanner (1951) , Mayne (1954) , Oliver 

(1962) らによって研究されて来たが， 芦者はとの

l論文では従来の成果をふまえながら，モデルとして

1. 歩行者は到着本 A のポアソン到着，

2. 車の間隔は，一般の定常在分布を持つ独立な

確率変数で，その密度頭数をゆ( t ), 

3. 車との間隔が t のとき，任意の歩行者が横断

する確率を四( t ) 

4. 車の通過した直後歩行者の待ち行列が 2 人以

tの集団をなしているとき，との集団は次の時隔の

横断についてはあたかも 1 人の場合のよう K集問的

に行動する:と仮定し， bulk service の queue と

しで車の通過する時点を regeneration point とす

る imbedded Markov chain を予がかりに解析を

進めている。ある車の通過時の歩行者の待ち行列の

長さが J であったとき，その次の車の通過時にそれ

が j である確率を p.z とすれば， 1-' 4 から

( .10+ εo .11 + ε1 .12 + ε2 .1， + ε， ...... 1 

I .10 .1[+'0 .12 + ε [ LI.+ ε2 ・ l

) .10 .1[ .12 +εo .1， + ε1 ・・ 1 (Pi/)= ~ ~O -"  l"U -'T-[ ? 
I .10 .1[ .12 .1, +ε。|

f∞ (}.T)k 
.::h=)。日(1.)仰)正「e-tTdt

f∞ OT). 
;'=)0' (1一日(のけ (t)-E「e-A

T= J~ c1一的)) dn 

n 習字 H の regeneration point で待ち行列の長さが

k とたゐ fが釈を仇 (n) と十オ11i，その RTWi数は，

川)=20MTONK nh)Vfo(R)+d(めと竺(三)
1 ーε(8)

ミ(.. )ニエ ε k ..10 , .Jい)ニ I;.1!，. w~ 

となる。これを使って Om(叫)の k 次のmoment や

Steady state probability Om(∞)を求め，また，

Steady state にまテける任意の歩行者の待ち時間の

分布や任意の車と後続車の聞の横断人数の分布を求

めている。さらに renewal theoryの方法を援用し

て任怠の時点における待ち行列の長さの分布および

その 1 次と 2 次の moment を計算している。

また日( t) とゆ( t) が特殊な形に興えられた時の

式を lf\ L ，従来の結果と，一致するととを示してい

る。最後に仮定 4 を弱くした若干の結果とそれに関

連する閃難性について述べている。

(阿部俊一)

Weiss, G. H : Optimal Periodic Inspection 
Programs for Randomly FaiIng Equipment. 

JOllrnal 01 Research 01 N. B.S. , Vol. 67B, No. 

4 , pp.228-228. 

題名の randomly failing という文7は expou

ential reliability function を忠わせるが， この論

丈は一般の reliability function R( t) を扱ってい

る。著者は同じく一般の reliability function の場

合を扱ったBarlow， Proschan, and Hunterの結

果については，計算が面倒であり，実用 1-，の困難が

あると述べている。そしてとの論文では Burlow ら

の意味では optimal でないかもしれないが， 簡単

で実用上の要請によく合うものとして周期的な点検

J十l百1をとりあげ， optimal 札点検周期を求めてい

る。また長検問陥が同じ分布をもっ独立君主確率変数

で，密度蕊数事r( t)をもっ場合についても考察して

いる。少し詳しくいえば，系の故障は点検だけによ

って発見され，しかも点検で故障を見落す確率。.，<<J

考え 1 国の点検時間町故障した系の取り務え時

間Tiが長[jられているものとして，点検周朝dを opti­

mal にするための目的函数には，次式で定義される

系の稼働率P(のを採用する。すなわち，ある 1 つ

の系の寿命Tを稼働時雨To と休 11-，時間 TN f'C分けて

評価し，その期待値を使い

E(To) P (.1) = 
E(To)+E(TM) 

とする。いまの仮定から

Rの=μ =J;R仰となり，またE山〉も計
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算できて，結局

P(J) =μ 
!"r+(η+J) (G(J)+8/1~。

とかける。イ旦し， ととに C(J) =L. ∞ R(nJ). P 
n=O 

(J) を最大にする( J)はあるど件のもとで近似的に

求められている。

次に点検周期が確率変数で確率密度7ffを持っとき

の Pの一般式も求めてあり，特に

7ff(t) =σ e-ot 

の場合は，

P= [ん+1+ん(占+付+示品5r'
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で乙れを最大にする σ はσ。 =(μ〆ん(1-0)-1 である

ζ となどが示されている。但し，ん=η/μ， Ài=ηf 

μ 」二の結果は μ だけによってb り， R( t)のほかの

性質とは無関係である。

さて， ζのような解析結果が著者のいう通り実用

的であるかどうかは，モデルの設定殊に目的函数の

とり方が広く実状に合うかどうか，またBarlow ら

のモデルやその他のモデルによって求めた解とどん

な関係にあるか，を一応検討した後でなければ論じ

られないであろう。(阿部俊一)

新事務所開設の件

本学会の事務所は当初紀伊国屋書店，その後日本科学技術連盟に各所の御厚意に

より同居させて戴いて居りました。

しかし本学会は最近会員数も増え，海外からの協力申込み，連絡等も多く事務量

も激増いたしましたので近く下記の場所に移転いたしますので御案内申上げま

す。

東京都港区麻布十番 2-22 新日東ピル (6 階)

都電ーの橋停留所の正面で至って交通の便のよい場所でございます。

会堂滞湖周章....r!L.ll..._~..J三点』震と

学会本誌にこのような記事を掲載するのは少々品のないことでありますがお許し願います。

1963 年度会計報告にもあります通り，本学会では本年 3 月 31 日現在， 714， 600 円の未収金

および 284， 500 円過年度未収金を抱えて居ります。そこで 1964 年度より会費 1 年滞納者は会

誌の発送を停止し， 2 年以上滞納された方は不本意乍ら会則に従い退会して戴くことに決定しま

した，

止むを居ない事情がおありになる場合も御座いましょうが会費を完納されている会員とのノミラ

ンスの問題も考慮した上での決定でありますので御協力を御願い致します。
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